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令和４年度
一般会計 コロナ対策事業拡充を重点に !!

前年度とどこが変わった ?

コロナワクチン
追加接種事業
	 １億6665万7千円

（うち1億4838万4千円は補助金等を充当）
コロナ対策事業	 223万8千円
サージカルマスク等消耗品を購入

国庫補助金  コロナ対応地方創生臨時交付金
	 １億3981万5千円を使って…
・生活応援給付金	 4969万6千円（3935万7千円充当）
・小中学校施設整備（森岡小・東浦中トイレ改修）
	 2億6933万7千円（5845万8千円充当）
・産業まつり	 2487万4千円（1969万9千円充当）

等を実施します。

コロナ
関連予算

ひとり親世帯等家計相談事業
	 30万円
　町遺児手当や児童

扶養手当の受給者等を対象に、ファイ
ナンシャルプランナーによる個別家計
相談事業を実施することで、家計管理
能力の向上と、自立支援を図ります。

子育て支援システム導入事業	 36万3千円
　保育園における従来の紙媒体で
のおたより配布や欠席等の電話連
絡を、アプリ等で電子的に行うシス
テムを導入することで、保護者およ
び保育士の負担を軽減します。

学校給食センター調理業務等委託事業
	 8729万2千円
　令和４年４月から民間事業者
に学校給食の調理業務および配
送業務等を委託することで、健
全な体制による職員の配置と学
校給食業務の効率化を図ります。

中央図書館への指定管理者制度の導入
	 9760万4千円
　図書館サービスの向上を図る
ため、令和４年４月から中央図書館
へ㈱図書館流通センターによる
指定管理者制度を導入します。

自主防災会活動補助事業	 300万円
　自主防災会の自立や活性化を
図るため、災害時救助活動等に必
要な資機材の整備や防災訓練、防
災に関する会議等組織を運営する
経費に対して補助金を交付します。

公共施設再配置計画策定事業（令和4・5年度）
	 1329万9千円
　将来にわたり持続可能な公共
施設の実現を目指すため、町の公
共施設の現状と課題を整理し、今
後40年程度の期間における統合・
複合化、長寿命化、廃止・移譲等の
方向性等を２年間で策定します。

NEW
新規事業

於大公園再整備事業
	 ４億1600万円（＋3億2201万円）
　開園から30年以上経過し、施設の老朽

化が進行しており、修繕や更新が必要であるため、より魅
力的でにぎわいのある公園を目指して再整備を実施します。

小・中学校施設整備事業
2億4051万4千円（＋9913万5千円）

　計画的な工事、修繕により、安全で快適な教育環境を
確保します（生路・片葩・緒川・森岡小、東浦・北部・西部中）。

交通安全対策事業
	 7159万5千円（＋3618万1千円）
　警察との事故多発箇所の分析等を通じて、カラー舗装
等の整備工事等を行い、交通安全対策を実施します。

道路改良事業
	 ２億1031万円（▲6747万3千円）
　吉田線、藤江25号線、（仮称）組田橋、

生路106号線・12号線の計画的な整備により渋滞を解消
し、産業活性化や災害時等の緊急輸送道路を確保します。

都市計画道路整備事業
	 6074万5千円（▲1億976万5千円）
　緒川南北線、藤江線の整備や道路改良により、道路ネッ
トワークの強化を進めます。

地区コミュニティセンター等改修事業
	 4677万２千円（▲2455万2千円）
　森岡・石浜コミセンの空調機更新、卯ノ里コミセンのト
イレ改修により、利用者の利便性向上を図ります。

増額 減額
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町 が 自 分で賄うお金（自
主
財
源
）64
％

国や県から
も
ら
う
お
金（
依
存
財
源
）36
％

歳出（使いみち）

一般会計

歳入（財源）
歳入 171億1900万円

歳出 171億1900万円
民生費
39%

商工費ほか2%
農林水産業費1%

議会費1%

総務費
15%

土木費
14%

教育費
11%

衛生費
9%

公債費4%

消防費4%

町税
49%
町税
49%

国庫支出金
12%

国庫支出金
12%

県支出金
7%

県支出金
7%

地方交付税
4%

地方交付税
4%

町債4%町債4%

諸収入等　6%諸収入等　6%

繰入金・
繰越金
7%

繰入金・
繰越金
7%

地方消費税
交付金等9%
地方消費税
交付金等9%

分担金・負担金 1%分担金・負担金 1%分担金・負担金 1%
使用料・手数料 1%使用料・手数料 1%使用料・手数料 1%

令和４年度
一般会計 総額171億1900万円の予算内訳は？

過去最大の

前年度比10.6％UP!

令和４年度
一般会計予算

町民１人あたり
いくらになる？
※令和４年3月末人口
　（50,372人）から算出

１人あたり
339,856円

の予算

民生費
132,888円

10,724円UP

商工費ほか
6,134円

1,810円DOWN

土木費
47,288円

6,583円UP

議会費
2,461円

22円DOWN

農林水産業費
3,652円

452円DOWN

公債費
15,847円

797円UP

総務費
50,943円

9,060円UP

消防費
12,962円

353円DOWN

衛生費
30,255円

6,175円UP

教育費
37,426円

1,975円UP

高齢者・障害者福祉、保育園、児
童館、児童手当等にかかるお金

道路、公園、橋、町営
住宅等にかかるお金

学校教育、生涯学習、ス
ポーツ振興等にかかるお金

健康対策、環境保全、ご
み処理等にかかるお金

町の借金返済に
かかるお金

消防・防災に
かかるお金

庁舎管理、税務事務、各種証明書発
行、選挙、バス運行等にかかるお金

自主財源の町税は、コロナの影響の緩
和等により、前年度比4.8％増。ネーミン
グライツ制度の導入により、新たな財源
確保を図る。

「デジタル化の加速」として、子育て支援シ
ステムの導入、行政手続きのオンライン化等、
「グリーン化社会の実現に向けた取り組み」
として、次世代自動車購入費補助等を実施。
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令
和
4
年
度

一
般
会
計
予
算

賛
否
討
論

　
定
例
会
最
終
日
に
、
令
和
４
年
度
一
般

会
計
予
算
の
内
容
に
つ
い
て
、
７
会
派
が

賛
成
・
反
対
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
4
年
度

予
算
を
チ
ェッ
ク
！

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
歳
入
で

は
、経
済
回
復
見
通
し
と
前
年
度
比
４・８
％

増
見
込
み
の
町
税
等
で
、
過
去
最
大
の
予
算

と
な
っ
た
。

　
歳
出
で
は
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種

事
業
等
、
コ
ロ
ナ
対
策
拡
充
を
重
点
に
、
生

活
応
援
給
付
金
事
業
、
中
央
図
書
館
へ
の
指

定
管
理
者
制
度
導
入
、
自
主
防
災
会
活
動
補

助
事
業
、
害
虫（
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
）駆
除
補

助
事
業
等
の
新
規
事
業
を
評
価
す
る
。

　
今
後
は
、
事
業
推
進
に
対
す
る
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
強
化
を
求
め
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

経
済
回
復
見
通
し
と
町
税
増

支
え
に
過
去
最
大
予
算

親
和
会 

間
瀬
元
明 

議
員

賛 

成

賛 

成

　
公
共
施
設
等
整
備
基
金
積
立
金
の
１
億
円

計
上
は
、
世
代
間
負
担
の
平
等
性
を
担
保
す

る
上
で
も
大
い
に
評
価
で
き
る
。

　
公
共
施
設
再
配
置
計
画
は
、
可
能
な
限
り
、

個
別
の
施
設
ご
と
の
策
定
を
要
望
す
る
。

 

立
地
適
正
化
計
画
は
、
災
害
か
ら
町
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
居
住
誘
導
区
域
の
設
定

を
、
東
浦
駅
周
辺
整
備
は
、
駅
東
側
の
改
札

や
ロ
ー
タ
リ
ー
等
整
備
、
東
西
連
結
通
路
、

橋
上
駅
等
、
周
辺
住
民
の
利
便
性
を
図
り
な

が
ら
の
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
を
粘
り
強
く
進
め
る

こ
と
を
要
望
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

公
共
施
設
の
更
新
に
積
極
的
な

予
算
編
成
は
評
価
す
る

ひ
が
し
う
ら
の
風 
長
屋
知
里 

議
員

賛 

成

　
緒
川
新
田
区
画
整
理
事
業
へ
の
提
言
と
し

て
、「
公
共
施
行
」で
工
事
を
進
め
る
こ
と
。

費
用
は
か
か
る
が
、
将
来
の
投
資
と
し
て
は

高
く
は
な
い
。

　
森
岡
南
部
地
域
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の

成
功
を
願
い
、
ス
ー
パ
ー
等
も
取
り
込
み
、

町
道
吉
田
線
南
側
に
沿
っ
て
森
岡
中
町
交
差

点
ま
で
の
南
垂
れ
の
地
域
を
区
画
整
理
事
業

に
取
り
込
む
こ
と
を
望
む
。

　
祭
礼
へ
の
文
化
財
補
助
金
に
つ
い
て
、
緒

川
と
石
浜
は「
村
八
分
」か
。
他
地
区
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
求
め
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

土
地
区
画
整
理
事
業

「
成
功
へ
の
道
は
明
る
い
」

庶
民
倶
楽
部 

山
田
眞
悟 

議
員

賛 

成

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度

よ
り
10
・
６
％
増
の
１
７
１
億
１
９
０
０
万

円
で
、
過
去
最
大
の
予
算
額
と
な
っ
た
。

　
新
規
事
業
と
し
て
、
公
共
施
設
の
統
合
や

長
寿
命
化
、
廃
止
等
を
策
定
す
る
公
共
施
設

再
配
置
計
画
策
定
事
業
、
私
立
保
育
所
建
設

へ
の
整
備
補
助
金
事
業
、
子
育
て
支
援
シ
ス

テ
ム
導
入
事
業
、
中
央
図
書
館
指
定
管
理
者

制
度
導
入
等
が
計
画
さ
れ
た
。
既
存
事
業
で

も
適
切
な
改
善
が
図
ら
れ
る
と
判
断
す
る
。

　
安
全
・
安
心
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
期
待
し
て
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
予
算
編
成

適
切
と
評
価

清
流
会 

三
浦
雄
二 

議
員

反 

対

　
コ
ロ
ナ
の
終
息
見
込
み
も
見
え
ず
、
原
油

高
や
小
麦
粉
等
の
原
材
料
高
が
続
い
て
い
る

現
状
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
考
え
る
と
、
町

民
税
や
固
定
資
産
税
の
負
担
増
も
あ
り
、
住

民
の
経
済
的
負
担
が
多
い
年
度
と
な
り
そ
う

な
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

前
年
度
の
当
初
予
算
と
比
較
し
、
16
億

４
７
０
０
万
円
、
10
・
６
％
増
の
歳
入
歳
出

だ
が
、「
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
」作
成
に
伴

う
７
つ
の
事
業
全
11
億
円
余
、
国
の
補
助
金

５
億
１
０
０
万
円
余
を
見
込
ん
で
い
る
た
め
、

賛
成
討
論
と
す
る
。

過
去
最
大
の
当
初
予
算

今
後
も
補
助
金
を
活
用
し
て

無
所
属 

大
川　
晃 

議
員

賛 

成

　
第
６
次
総
合
計
画
に
沿
い
、
ひ
と
り
親
世

帯
等
家
計
相
談
事
業
の
実
施
、
保
護
者
と
保

育
士
の
負
担
軽
減
を
す
る
子
育
て
支
援
シ
ス

テ
ム
の
導
入
、
ま
た
、
公
共
施
設
再
配
置
計

画
策
定
事
業
等
は
、
暮
ら
し
に
安
心
安
全
を

届
け
る
取
り
組
み
と
評
価
す
る
。

　
ま
た
、
不
妊
治
療
保
険
適
用
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
―
ワ
ー
カ
ー
６
人
の
配
置
、

公
共
交
通
利
用
促
進
冊
子
作
成
等
は
、
我
が

党
の
提
案
・
要
望
が
含
ま
れ
、
評
価
す
る
。

　
さ
ら
に
、脱
炭
素
社
会
の
実
現
や
子
育
て
支

援
の
充
実
等
を
要
望
し
、賛
成
討
論
と
す
る
。

不
妊
治
療
に
保
険
適
用
等　

さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
を

公
明
党
東
浦 

米
村
佳
代
子 

議
員

賛 

成

　
公
共
施
設
等
整
備
基
金
積
立
金
は
１
億
円
、

新
庁
舎
建
設
基
金
積
立
金
で
は
２
億
円
を
計

上
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
今
の
情
勢
で
は

賛
同
で
き
な
い
。

　
ま
た
、企
業
立
地
交
付
金
１
億
１
７
９
４
万

４
千
円
も
本
当
に
必
要
な
税
金
の
使
い
方
な

の
か
。

　
教
育
分
野
で
の
民
営
化
が
目
立
つ
予
算
で

も
あ
る
。
中
央
図
書
館
の
指
定
管
理
者
に
よ

る
運
営
と
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
配
送

委
託
が
始
ま
る
が
、
継
続
性
の
担
保
に
課
題

が
残
る
等
も
あ
る
た
め
、
反
対
討
論
と
す
る
。

本
当
に
必
要
な

税
金
の
使
い
方
か

日
本
共
産
党
ひ
が
し
う
ら 

杉
下
久
仁
子 

議
員
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国
の
方
針
に
合
わ
せ
た 

予
算
化

予
算
編
成
の
基
本
方
針

と
予
算
化
事
業
と
の
つ
な

が
り
は
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
加
速
と
し

て
、テ
レ
ワ
ー
ク
や
W
e
b

会
議
等
の
推
進
、ま
た
、少
子

化
の
克
服
と
し
て
、結
婚
新

生
活
支
援
等
、安
心
し
て
結

婚
、妊
娠・出
産
、子
育
て
が
で

き
る
環
境
整
備
に
取
り
組
む

た
め
、各
部
の
基
本
方
針
に

沿
っ
た
事
業
を
予
算
化
し
た
。

過
去
最
大
の
４
年
度
予
算

予
算
化
の
最
重
点
は
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
追
加
接

種
事
業
や
コ
ロ
ナ
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し

た
事
業
等
の
コ
ロ
ナ
対
策
事

業
実
施
と
と
も
に
、中
小
企

QAQA

左
表
の
と
お
り
。

国
土
強
靭
化
地
域
計
画

関
連
予
算
の
状
況
は
。

歳
入
合
計
は
５
億
１
２
０

万
円
余
、
歳
出
合
計
は

11
億
90
万
円
余
。
内
訳
は
、

道
路
、
都
市
計
画
、
学
校
、

公
園
、
区
画
整
理
、
福
祉
、

農
業
の
７
事
業
に
わ
た
る
。

自
主
防
災
会
へ
の
補
助
金

自
主
防
災
会
活
動
費
補

助
金
の
内
訳
と
支
給
対
象

世
帯
数
の
基
準
は
。

補
助
金
は
１
組
織
に
対

し
均
等
割
５
万
円
と
世
帯
割

（
４
月
１
日
現
在
の
世
帯
数
×

75
円
）の
合
計
が
上
限
。

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の 

購
入
補
助
金

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
促
進
事
業
費
補
助

金
の
３
年
度
実
績
と
４
年

度
予
算
の
積
算
根
拠
は
。

AQAQAQ

業
の
経
営
基
盤
の
安
定
、住

民
の
安
全
確
保
、児
童
生
徒

の
学
び
の
保
障
、基
盤
整
備

を
始
め
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、第
６
次
総

合
計
画
を
計
画
的
に
推
進
し

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

国
の
コ
ロ
ナ
対
応 

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

４
年
度
の
配
分
見
込
み
は
。

国
の
３
年
末
補
正
予
算

で
本
町
の
交
付
限
度
額
が
提

示
さ
れ
、１
億
３
９
０
０
万
円

余
を
４
年
度
当
初
予
算
に
計

上
し
た
。追
加
交
付
は
あ
る

と
把
握
し
て
い
る
が
、国
か

ら
の
情
報
収
集
に
努
め
る
。

広
報
紙
の
配
布
率

広
報
紙
の
７
連
絡
所
へ
の

分
配
数
と
配
付
率
は
。

QAQ

３
年
７
月
～
４
年
２
月
の

間
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
２
０
６
個
の

申
請
が
あ
り
、36
万
円
余
の

補
助
金
を
交
付
し
た
。

　
４
年
度
予
算
の
積
算
で
は
、

進
級
の
準
備
時
期
で
あ
る
３

月
分
は
、新
中
学
１
年
生
を

２
０
０
人
と
見
込
み
、そ
の

他
の
月
は
３
年
度
実
績
の

１
ヶ
月
平
均
申
請
個
数
20
個

を
基
に
、合
計
４
２
０
個
分
、

84
万
円
を
計
上
し
た
。

認
可
保
育
所
へ
整
備
交
付
金

保
育
所
等
整
備
交
付
金

の
対
象
保
育
所
の
概
要
は
。

対
象
は
県
営
東
浦
住
宅

建
て
替
え
に
よ
り
設
置
予
定

の
認
可
保
育
所
。建
物
規
模

は
全
体
敷
地
約
２
２
７
８
㎡
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階

建
て
で
、
延
べ
床
面
積
約

７
３
４
㎡
の
予
定
。
定
員
は

０
～
５
歳
児
ま
で
の
計
66
人
。

AQA

不
妊
治
療
費
の
補
助
と 

保
険
適
用

不
妊
治
療
費
補
助
事
業

と
不
妊
治
療
の
公
的
医
療

保
険
適
用
拡
大
の
概
要
は
。

不
妊
治
療
中
の
夫
婦
に
、

そ
の
治
療
費
を
補
助
す
る
。

　

保
険
適
用
対
象
は
、人
工

授
精
、体
外
受
精
お
よ
び
顕

微
授
精
で
、実
施
推
奨
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

学
校
給
食
調
理
委
託
と 

中
央
図
書
館
の
指
定
管
理

両
者
の
事
業
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）策
定
支
援
等
の

補
助
は
考
慮
し
た
か
。

い
ず
れ
も
考
慮
し
て
い
な

い
。
調
理
委
託
業
者
に
は
従

業
員
の
代
替
確
保
が
で
き
る

旨
、図
書
館
の
指
定
管
理
者
も

受
託
し
て
い
る
近
隣
自
治
体

の
図
書
館
か
ら
人
員
を
派
遣

で
き
る
旨
を
確
認
し
て
い
る
。

調
理
委
託
を
し
て
も
、児

童
生
徒
の
食
の
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
は
可
能
か
。

こ
れ
ま
で
と
同
様
、本
町

作
成
の
学
校
給
食
に
お
け
る

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
手

引
き
に
沿
い
、学
校
と
給
食

QAQAQA

セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
て
安
心・

安
全
な
給
食
を
提
供
す
る
。

グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向

け
た
対
策
事
業
は
。

住
宅
用
地
球
温
暖
化
対

策
機
器
設
置
費
補
助
金
や
次

世
代
自
動
車
購
入
費
補
助
金

を
計
上
し
た
。

農
林
水
産
業
費
の
減
額

前
年
度
比
11
％
減
の
内

容
と
４
年
度
の
農
業
振
興

の
考
え
方
は
。

減
額
の
主
な
理
由
は
、愛

知
用
水
二
期
事
業
建
設
負
担

金
の
減
額
で
あ
る
。一方
、増

額
事
業
は
、新
規
の
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ニ
シ
駆
除
補
助
金
や
農
業

用
排
水
施
設
等
の
管
理
事
業

で
、全
体
で
11
％
減
と
な
っ
た
。

　
４
年
度
の
農
業
振
興
の
考

え
方
は
、人・農
地
プ
ラ
ン
や

３
年
度
か
ら
開
始
の
農
福
連

携
等
を
継
続
実
施
す
る
。

QAQA

　
本
会
議
で
質
疑
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
4
年
度

一
般
会
計
予
算

徹
底
審
査

広報紙の地区別分配数・配布率
地区等 分配数（部）配布率（％）
森岡 2,300 73
緒川 2,510 73
緒川新田 2,760 94.4
石浜 3,483 87.2
生路 1,500 70.6
藤江 1,660 61.3
県営住宅 930 100
その他 1,057
合計 16,200

▲認可保育所の建設予定地

▲水稲に被害を与える
ジャンボタニシ

（提供：デイリーポータルZ）


